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11 月 10 日に高原町にて行政・DMAT(災害派遣医療チーム)等による大規模

な災害時訓練が実施されました。屋外では、ヘリコプターが飛び交う訓練が

行われるなか、同時に高原町民体育館分館にて、住民を対象に災害対応関係

団体による展示と避難所訓練が行われました。 

社会福祉士会からは、①これまでの社会福祉士会としての活動報告、②今

年度始まった県委託事業である宮崎県災害時福祉支援体制整備事業につい

てポスター展示を行い、高原町役場職員（危機管理部・健康推進部）、高原

町の地域住民、中高生、災害時に連携する関係団体(日赤,歯科医師会,歯科

衛生士会,栄養士会,JRAT,臨床心理士会,司法書士会,柔道整復師会,大塚製

薬等)の方々に対し、説明する場を頂くことができました。 

特に、災害時福祉支援体制整備事業で展開していく DCAT（ディーキャッ

ト：災害派遣福祉チーム）の組成・派遣について、関心度・期待度の高さに

驚かされました。 

夕方からは、高原町民体育館分館を一般避難所と見立てて避難所訓練が行

われました。①行政保健師によるアセスメント、②行政保健師から JRAT へ

の対応依頼、③鹿児島県から参加された DMAT の医師を囲んでのカンファレ

ンスの場面があり、その中では、DCATから行政保健師に対して福祉避難所に

関する情報提供依頼を行う場面や、急を要しつつ必要性の高い資材入手の要

望があれば、DMATの連絡手段(EMIS)を使って国に情報伝達するといったこと

が行われました。 

宮崎県は、南海トラフ巨大地震が発生した場合、支援を必要とする方が爆

発的に増えることが予想されます。また、国内の動きとして、台風 19号の被

災地へ他県では災害派遣福祉チームの派遣が行われています。今後、災害派

遣福祉チームの組成・派遣、県内福祉施設の受援体制など、県内での災害時

福祉支援体制構築が進んでいくこととなります。宮崎県社会福祉士会では、

災害支援委員会のメンバーが、これらの動きに参画しています。 

被災から何とか免れてきた方々の命や健康をいかにして守るか・・・ 

今、社会福祉専門職は被災地にて何ができるか問われています。 

 

 

 

｢熊本地震の支援とソーシャルワーク～暮らしと生きがいを共に創っていく専門職として～｣を大会テーマと

して掲げ、九州沖縄ブロック研修会熊本大会が 10/26,27に熊本学園大学にて行われました。初日に基調講演

とシンポジウムが行われ、その後の情報交換会には宮崎から 35 名の参加があり、大変盛況でした。 

2日目は、実践報告会が開催され、宮崎からは分科会 1【権利擁護、相談援助】で末永 恭会員、分科会 2【地

域支援、実践研究】で大田 勝信会員が発表されました。 
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宮崎県社会福祉士会事務局 
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2019.11月発行 そーわちゃんだより 

第９回九州沖縄ブロック社会福祉士研修会 熊本大会のご報告！ 

高原町 DMAT 訓練時の避難所訓練のご報告！ 

学生に説明をする黒木(有)委員長 

ダンボールテント内での福祉用具調整 

DMAT 主導での避難所カンファレンス 
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日々、ソーシャルワーク実践されている中での「気づき」や「課題」、「今後の展開等」について、日頃から

実践されている内容を、会員による発表という形で実践の言語化をおこない、その実践に対し、仲間で共有・

協議の場を設け、次の実践に活かすことを主の目的とし、コミュニティーに強い社会福祉士を目指す。 

そして九州・沖縄ブロック大会、全国大会に向けて、宮崎県社会福祉士会からも発表者を出す!! 

そのための訓練・養成として記念すべき第 1 回目の「ソーシャルワーク実践報告会」を 9 月 14 日[土]に開催し、

32 名の方が参加されました。発表者は現在基礎研修受講中の 3 名でしたが、それぞれの実践研究に触れる機会が

でき、新人からベテランまで共に学び合い気づきあう、そんな場を共有できたのではないかと考えています。発表

者の振り返りやアンケートのご意見からも、参加者の皆さまに『おみやげ』をお渡しできたようです。来年度はさ

らなる高みを目指していきたいと考えます。 

 

 

 

 

  

 

 

 
 

 

 

 

 
 

●2020 年度役員改選の年です。これに伴い、選挙管理委員会が立ち上がりました。9月 18 日に第 1回選挙管理委

員会が開催され、以下の 3名の方に委嘱状が交付されました。 

選挙管理委員会委員長：久光博之氏、委員会委員：廣瀬 惠氏、大田勝信氏 

今後は、来年 6月の役員改選に向けて、準備を進めて参ります。会員の皆様のご協力を宜しくお願いします。 

●県受託事業である宮崎県地域生活定着支援センターのによる第 3 回普及啓発セミナーの案内チラシを同封して

おります。多数のご参加をお待ちしております！ 

 

 

●事前（中間）課題・修了レポート等は次年度より、生涯研修システム入力との関連で提出方法が両面印刷(左上

にクリップかステープラ（ホッチキス）留め)の上で、事前（中間）課題・修了レポートのレポート表紙（次年

度基礎研修開始前までに課題等と一緒にホームページで後日掲載）をつけて提出になります。 

●認定社会福祉士取得する場合、基礎研修Ⅰ受講申込（受講料等の振り込みも含む）から 6年間以内の修了条件が

あり、受講者番号上 4桁が 2017～の受講生は次年度以内に基礎研修Ⅰを修了する必要があり、同様に 2016～の

受講生は基礎研修Ⅱ、2015～の受講生は基礎研修Ⅲも同様に次年度以内に修了する必要があります。なお、生涯

研修制度では修了期限は特に定めていませんが、今後 e-ラーニング講座視聴を活用等の変更が実施されます。 

●日本社会福祉士会は現在 e-ラーニング講座を提供・配信中で、現在、宮崎県社会福祉士会会員は無料で受講で

きます。講座は「制度等の動向」、「生涯研修・情報提供等」に分かれ、今後も講座が増えます。自己研鑽（リー

ガルソーシャルワーク等）や認定社会福祉士制度更新時の「各分野の制度等の動向」で 15 時間 1 単位（必修））

の単位にもなります。また、未成年後見人養成研修を受講するために事前視聴（これらは有料です。）が義務で

す。 

●次年度の基礎研修Ⅰ受講希望者は 3 つの生涯研修制度独自科目（基礎研修Ⅰ「日本社会福祉士会のあゆみ」・基

礎研修Ⅰ「日本社会福祉士会の組織」・基礎研修Ⅰ「生涯研修制度」）を視聴し、事前に受講証明証発行して宮崎

県社会福祉士会事務局に提出してください（次年度の提出期限は後日報告します）。また、基礎研修Ⅰ2 日目講

義 2 科目も e-ラーニング化（修了テスト合格後に受講証明証発行）の予定です。2021年度は基礎研修Ⅱ講義科

目、2022年度は基礎研修Ⅲ講義科目が e-ラーニング化（修了テスト含む）になる予定です。 

●e-ラーニング講座を利用する場合は、日本社会福祉士会ホームページにある研修表示されている生涯研修制度

管理システムにログインし、ご自身のメールアドレス登録が必要になります。そのシステムにログインをするた

めには、「ユーザーID（日本社会福祉士会会員番号）」と「パスワード」が必要となります。「パスワード」が不

明な方は、宮崎県社会福祉士会事務局まで①氏名・②生年月日・③連絡先（電話番号）・④日本社会福祉士会登

録番号４項目をメールにてお知らせください。上記の「ユーザーID」と「パスワード」の発行が無い場合、e-ラ

ーニングシステムにログインできませんのでご注意ください。 

部門別お知らせ・活動等のご報告 

基盤強化総務部門 

生涯研修部門 

２０１９年度 社会福祉士会ソーシャルワーク実践報告会のご報告！（専門能力向上委員会）

員会 

発表者：陣之内 成明氏 発表者：兒﨑 友美氏 発表者：小野 鎮子氏 グループワークの様子 
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●スーパービション希望者は事前に「社会福祉士が行うスーパービジョン」を視聴してください。また、今年度よ

りスーパービジョン終了時に報告する「スーパービジョン実施報告書」（様式第 5号）（認定社会福祉士認証・認

定機構ホームページのスーパービションにて掲載）が追加されました。また次年度より、スーパーバイザー可能

な会員が増える予定です（現在、宮崎県社会福祉士会所属スーパーバイザー7名です。）。次年度の申請書等は後

日、お知らせいたします。最後に複数年スーパーバイジーされた会員は、各スーパービジョンの契約が 1年間で

あるとともに、契約期間が重なっていないかどうか確認してください。1年間未満の契約や契約期間が重なる場

合は認定社会福祉士認定研修受講や認定社会福祉士登録申請等が不可能になりますので、ご注意ください。 

・  

 
●今年度の活動予定 

今年度の事業計画の重点目標の一つであるブロック単位での倫理研修について、都城北諸ブロック(7 月 19 日)

宮崎東諸県ブロック(9 月 7 日)、西諸ブロック(11 月 21 日)、西都児湯ブロック(11 月 22 日)、日向入郷ブロッ

ク(11月 30 日)、日南串間ブロック(12月 14 日)で順次実施していきます。今後とも皆様の各ブロック活動への

参加・運営のご協力をよろしくお願いします。 

 

 

●司法と福祉委員会  リーガル・ソーシャルワーク研修の認証申請を行いました！ 

10 月に生涯研修部門と連携して、認定社会福祉士認証・認定機構に対して研修の認証を申請しました。来年度

以降の開催を目指しています。同時進行で、入口支援体制構築に向けた弁護士会との協定についても議論を進め

ており、この研修で活動出来る会員の確保を図っていく予定です。 

12 月に開催される日本社会福祉士会主催の｢司法福祉担当者意見交換会｣に柏田委員に参加して頂きます。 

●関係団体連携推進委員会  ｢福祉専門職 5団体合同研修｣の報告を日本社会福祉士会に行いました！ 

7 月 27 日に開催された｢福祉専門職 5 団体合同研修｣について日本社会福祉士会に実施報告書を提出しました。

ソーシャルワーカーデーイベントは今年度、37都道府県で開催され、約 4,400名の参加が有りました。 

●災害支援委員会  ｢第 1 回宮崎県災害福祉支援ネットワーク協議会設置準会議｣を開催しました！ 

県受託事業である｢災害時福祉支援体制整備事業｣に関連して、10 月 8 日に県庁附属棟 201 号室で開催され、関

係 22団体から 33名が参加しました。早期にネットワーク協議会を設置し、災害時派遣福祉チームの編成、派遣

の体制を構築するために、関係団体の情報共有を目的として開催されました。活発な意見交換が行われ、今後の

事業推進に向けて有意義な場となりました。 

 

 

●専門能力向上委員会 

2019年度 生活困窮者支援フォーラムを 2020年 1月 25日（土）に開催致します。平成 27年 4月から施行され

た「生活困窮者自立支援制度」は、生活保護の手前段階にある生活困窮者に対する「第 2のセーフティネット」と

して、包括的な支援を提供するものとされています。生活困窮者自立支援制度には、「自立相談支援事業」と「住

宅確保給付金の支給」の必須事業に加え、地域の実情にあわせて実施する家計相談支援任意事業等があります。地

域共生社会の実現を見据えた包括的な相談支援の実施に向けて、地域や社会から孤立している人も視野に入れた

支援体制の整備が重要であり、関係機関や地域との連携強化を図ることも求められております。本フォーラムでは、

地域において様々な支援に取り組んでいる内容や生活困窮者自立支援の重要性を広く伝えると共に、支援の連携

強化を充実させることも目的に開催します。詳細は同封の開催要項をご確認ください。 

●実習指導者養成研修委員会 

今年度は養成研修の年となっており、10月 19日[土]～20日[日]に開催し、31名が修了しました。1日目の夜の 

懇親会では受講生や講師、養成校教員・スタッフを含め 15名の参加がありました。 

地域共生社会を創造していくなかで「これからの社会福祉士」として担い、実践を通して実習生に伝えていくこと

を期待します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●国家試験対策講座運営委員会 

今年は全国統一模擬試験を宮崎会場と延岡会場に日を分け、延岡会場 10月 27日（日）、宮崎会場 11月 4日 

（月・祝）に実施しました。受験者数は延岡会場では 40名、宮崎会場では 56名と前年度より多く受験されまし

た。来春、受講生の皆さまの明るいニュースと共に、社会福祉士会で、一緒に『福祉の増進』に向けた活動がで

実践部門 

ブロック活動部門 

専門能力向上部門 
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きることを期待したいと思います。 

 

 

●ぱあとなあ宮崎運営委員会 

令和元年度成年後見人材育成研修の前半が 11 月 2日（土）～3日（日）に行われました。４１名が受講され、

うち県内２５名、県外１６名でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●虐待対応専門職チーム委員会 

今年度の活動①ケース派遣７件②FAX 相談１０件③弁護士会との協議会（５月２１日及び９月２４日協議会、

７月２６日暑気払い）④講師派遣（８月２６日宮崎市、９月２７日都城市） 

●権利擁護推進委員会 

児童虐待についての研修会を実施（８月２２日に宮崎市子ども相談室長 比惠島 寛子氏に講師を依頼） 

１８名の参加がありました。 

 

 

 

 

 

すべてのお問い合わせは 

一般社団法人 宮崎県社会福祉士会 事務局まで 

              宮崎市原町 2-22  宮崎県福祉総合センター 人材研修館 3階 

              電話 ０９８５－８６－６１１１ 

 2019 年 12 月～2020 年 3 月の行事・イベント 《抜粋》 
１２月 ７日（土） ぱあとなあ定例会（山縣教授講演） 宮崎県福祉総合センター大研修室 

１２月１４日（土） 基礎研修Ⅲ 宮崎市総合福祉保健ｾﾝﾀｰ視聴覚室 

１２月２１日（土） 業務執行役員会・忘年会（午後） 宮崎市総合福祉保健ｾﾝﾀｰ研修室 

 １月１２日（日） ぱあとなあ定例会 宮崎県福祉総合センター中研修室 

 １月１２日（日） 成年後見人養成研修名簿登録研修 宮崎県福祉総合ｾﾝﾀｰｾﾐﾅｰﾙｰﾑ 

 １月１８日（土） 災害時福祉支援体制整備事業基礎研修 宮崎県福祉総合センター大研修室 

 １月２５日（土） 業務執行役員会（午前） 宮崎市中央公民館会議室 

 １月２５日（土） 生活困窮者支援フォーラム 宮崎市中央公民館大研修室 

 ２月 ８日（土） ぱあとなあ定例会 宮崎県福祉総合センター中研修室 

 ２月 ８日（土） 第２回選挙管理委員会 
宮崎県福祉総合センター 

宮崎県社会福祉士会事務局 

 ２月１５日（土） 
第３回地域生活定着支援センター

普及啓発セミナー 
宮崎県福祉総合センター大研修室 

 ２月２２日（土） 第４回理事会/第４回部門会 宮崎県福祉総合センター中研修室 

 ２月２９日（土） 家計改善支援事業普及啓発ｾﾐﾅｰ 宮崎県福祉総合センター大研修室 

 ３月 ８日（日） ぱあとなあ全体会/更新研修 宮崎県福祉総合センター大研修室 

 ３月２１日（土） 日本社会福祉士会総会 東京 

 ３月２８日（土） 業務執行役員会（午前） 宮崎県福祉総合センター大研修室 

 ３月２８日（土） 第２回定時社員総会（午後） 宮崎県福祉総合センター大研修室 

★ぱあとなあ定例会は毎月１回開催しております。 

会場・日程等につきましてはホームページもご覧下さい。 

事務局は年末年始【令和元年 12月 28（土）～令和 2年 1月 5日（日）】のお休みを頂きます。 

今年も会員の皆様にご協力頂き、ありがとうございました。来年もどうぞよろしくお願いいたします。 

事務局より 

権利擁護部門 

1 日目：報告と解説 2 日目：演習 今後の活動について 


